
 
 
 
 
平成26年5月期通期連結業績予想数値の修正（平成25年6月1日～平成26年5月31日） 

（注）平成26年５月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成25年５月期の実績については、記載しておりません。 

 
 
 
 
平成26年5月期通期個別業績予想数値の修正（平成25年6月1日～平成26年5月31日） 
 

（注）当社は、平成25年12月１日付で当社普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行いましたが、前事業年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 

修正の理由 
（連結） 
後述の個別要因のほか、子会社エーペック株式会社による再生可能エネルギー関連事業では、群馬県渋川市に小型太陽
光発電施設11 ユニットを建設し、販売いたしましたが、工期の遅れ等により当連結会計年度中の完売には至りませんでし
た。また、子会社シンワメディコ株式会社による医療機関向け支援事業では、医療機関向けファクタリングのための具体的
折衝を随時行ってはいるものの、第７回新株予約権の資金調達の遅れと、当社からの一時貸付を再生可能エネルギー関
連事業に対して優先的に行ったことにより、引き続き投資機会を見送る状況にあり、売上高、営業利益、経常利益、当期純
利益共に前回予想を下回る見込みとなりました。 
 
（個別） 
当社の売上高は主にオークションによる手数料収入と、プライベートセールによる商品売上高から構成されておりますが、
本来、オークションでの手数料収入のみで成り立つのが理想的な形であります。しかしながら長引くデフレの厳しい事業環
境の下、オークション取扱高の減少を補うべく、それまでの経営方針を転換して特にプライベートセールを積極的に行って
きたため、それに伴い公表する業績予想数値にも一定の商品売上高を見込んでおりました。 
平成26年５月期は、オークション市場の回復基調を受け、好調なオークション事業に特に経営資源を集中したため、当社の
全取扱高に占めるオークションの比率は大きく上昇し、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益に大きく貢献しました
が、結果としてプライベートセールの売上高、商品売上高は当初予想値を下回りました。 
以上のような売上構成の変化により、売上高は前回予想を下回る見込みではありますが、オークション事業の好調により
手数料収入の割合が大きく上昇したため、営業利益、経常利益、当期純利益はプライベートセールの不足を補って、概ね
前回予想通りとなりました。 
 
※上記予想は、現時点で得られた情報に基づき算定したものであり、実際の業績は様々な要因によって異なる結果となる
可能性があることにご留意ください。 
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平成26年５月期業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成26年１月10日に公表いたしました平成26年５月期（平成25年６月１日～平
成26年５月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,569 171 158 122 23.18
今回修正予想(B) 1,385 132 119 90 17.02
増減額(B-A) △183 △39 △39 △31
増減率(%) △11.7 △22.8 △24.9 △26.0
（ご参考）前期実績 
（平成25年5月期）

― ― ― ― ―

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,339 141 135 107 20.28
今回修正予想(B) 1,169 147 140 112 21.06
増減額(B-A) △170 6 5 5
増減率(%) △12.7 4.5 3.8 4.7
（ご参考）前期実績 
（平成25年5月期） 1,248 36 47 35 6.88

以 上


